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(1) 序言
生体内蛋白代謝の変動要因には多くのものが考えられるが、発熱、外傷その他病的状態を除外し
た生型的条件では基本的因子として2つが挙げられる。その1つは外的因子としての食餌蛋白質の
質並κ量自体であり、他は内的因子としての内分泌Z京、境の変化と云う ζ とである。
乙うした長!と注目して生理的条件下の蛋白代謝のありさまを調べた無数の研究がある。就中、食
蚤自の質或は盆と蛋白代謝の関係は最も基本的な意義をもって居り、数多くの貴重な成果があげら
れている分野であるが、中でも Folinl)の低蛋白食時の尿排池窒素成分の変動についての研究は重
要でゐり、内因性蛋白代謝研究のさきがけとなったが、他方向蛋白食投与は体内貯臓蛋自の問題を
提起し (Boothby2)、更に食餌蛋白構成アミノ酸の問題 (RoseJ)) は、その質的条約二が蛋白代謝1ζ
決定的役割lを果す乙とを示す等漸次その全貌が明かになっており、我国においても吉村4)は乙うし
た観点から広汎な人休栄養試験を行-って、人体ltr臓蛋l却について貴重な諸事E艇をl明かにしている。
我k も蛋白代謝tζ影響する多くの因子について系統的に検討を加え、 特にそれ匂・とクレアチニン
排池litとの関係を詳細に追求しているが、今回報告するのは人体について長期の一定蛍白食負荷試
験を行い、投与蛋白の質並lζ並変化が尿排池;委t;t鉱及びその牽紫構成k分にどの織な変化を与える
かを観察した成績でゐる。
( B ) 実験方法
5実験室内業に従事する健J長成年男子3名 (23-36年)を被牧者とし、1952年8月から1954年4月
の問、7回!と亘って夫々 1ヶ月乃至3ヶ月間の長j切に及ふ'低又は高蛋白食試験、或は植物性乃至動
物性蛋白食試験を行って、その蛋白代識に及ぼす影獲を観察した。
5実験』乙用いた食餌組成のうち主な資自源の使用量、蛋白髭等を(第H受)及び(第2表)，ζ概括
した。 3えその5実験食前の一部の具休的食品機成についても、その献立及び調理法を併せて(別表)
に示した。叉今回の笑験の主目的が宝1A平衡の正織な決定と云う点にあったので、各食期の観察期
聞は何れも 2-3週間或はそれ以 1ての長期とし、 且つその平衡と笑験前の条件との闘lW~を覗うため、
笑験開始前自由食の尿笠紫排池畳をも併せて測定した。
先ず蛍白質の量的変化による影響を知るための笑験を行った。そのため熱盤は?iIに仕1)1毛るだけ一
定のままとし、 民自量だけを主{ζ基準食量 (60g5zは 80g)から低値 (20g)Xは同値 (125g、
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実験 食餌の構成概要
材 1;抗日| 蛋白量 | 使要蛋管とそ皇|熱量 I~~t:r;':， æ~I/~~hl \ 1動植比
| |計算飽| 実測値(N) I 
全Os220 (g)1 ~鉛 5F| 臼 O(835)1 1 : 1. 0
凍豆健40，焼豆惰1101 24108 日 1 55.0( 8.ω) I(動，0)
5互~i3o I 2210， 58 I 49.8( 7.96) 11:1.1 
i踏ま建設iP4捌I_~I~1.7( 8m恒三
初乳20 I I 
会卵5ゆ 1 2295: 62 1 52.7( 8.44) 11:3.3 
凍豆腐3o I I 
寝室税協同831…25)1玄 5
小豆200，凍豆鑓12oI 28訓 147I 121.4(19.42) I(動，0)
E豆弱40，焼豆億65o1 22801 122 1 94.4(15.11) I(動，0)
粉乳150，カゼイン印 If)，，~n1 1A" 11')g 1(10品、I，.n"
全卵日，凍5i~毒30 IゐωVj... 1 "ω ・ ~\.&.ò7・w川 &・v. ....
(米側 | 竺70己:_I~7.8( 286) 1<批0)
鍬 |吋 41Iお 2(6叩 :2.6
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??
I 1出古I~
i同士!?
'53 8. 9-( 23日}
'54 3. 2-( 20日)
'52 9.15-( 21日)
9. 6-( 16日)
'52 10. 6-( 38日)
11.17-( 4日)
9.22-( 44日)
11. 8-( 6日)
官司圃圃同町ー司oq<
(註) * 食費変化の実験K用いたもので更に (第2表)にまとめた。
料米(使用批3∞g)以外のものを記す。
第 2表 食 質変 化例 立立に 用いた食餌組成 ( 1日平均)
滋蛋(米 自磁訟)| 添 加1 蛋 白 昼食餌区分 熱 i設 全E援臼盆 皇 純物性 | 動物性(筋肉) 動組 i七
全 ~ß 食 (cal) (g) (g) (g) 26.1 (0 ) (g) 1 : 1.0 2280 52.0 25.9 。
豚 肉 食 2210 49.8 25.9 。 24.4 (24.4) 1 : 1.1 
植物性食 2409 55.0 25.9 29.6 。 ( 3.8) (動， 0) 
混 d口~ 食 2287 51. 7 24.4 10.6 16.8 (0 ) 1 : 2.1 
(註) 蛋白昼はすべて実測値で示す。
150g)におきかえて著しνレベル差を与え(第1、4及び5図参照)、或は低蛋白量 (20g)から約{音
量 (40g)として僅かなレベル差を与える(第1図参照)稼に計画した。
一方質的変{包の影響を知るためには、蛋白摂取レベルは略k 60gで一定のままとし、 食質だけ
を大豆、肉、卵及び混食と分ったのであるが、それには (第2表)にみる様に、まず米蛋白約 30句g 
は基準量として一5定Eとし、残りの主半ド量 30句gt，だごけを
2図参照)0。
概略以ー上の要領で栄養試験を行い、その蛋白代謝への影響を主に宝索出納の面から検討したので
あるが、併せて尿索、アンモニア、尿酸、クレアテニン等の尿宝素機成k分についても測定して、
その変動について検討した場合もある。又一郎では食li白量変化と基礎代謝盆との関係についても
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観察した。叉休盤、その他一般症状にも絶えず注意を弘った務は勿論である。特に低蛋白食並{ζ向
蛋白食時の精神機能検査をも笑施したが既{ζ別に発表したので省略するの。
. 食品配合 の 具体例と献 立 例
(1) 
|使用怨|鮒 |蛋 白 盆
米 ld対鴬iTF5
澱粉 l ぬ1 1701 O.ωI 0.40 
豚肉 1 20 
全卵 1 40 
聖堂 s.( 
ふ
?
??
?
?
??
? ?
?
??
? ?
?
玉葱1 1001 231 0.6214.63 
喜ま 151 0.75 
j隠元豆
砂舗
CI) 
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高 蛋白食
澱粉 1 1 1 1201 1. 
砂紡 1 5 120 5 110 95 
醤油 1 301 2.71 301 2.71 301 2.71 551 4.51 301 2.7 
ラード 10 15 5 
五十
~ ~百
草且韮
(註) 1) 
2) 
136.8 
113.7 
使用野菜:南瓜、葱、 玉慈、白菜、トマ ト、人参、馬鈴答
基司書食時、ビタミン含有祉はA : 24∞I.U.; B 1. : 1.0 
mg; B宮:0.8mg; C : 85mgであるが別K毎日或は
隔日に Panvitan 1錠を納紛した。
4占 ~ 食 低蛋 白 食(1) 低 lf 1'1食 (1) 品百物性高lf臼食
献立|付 料 |側盆 ;献立|材 料 |使用量 ;献立|材 料 |使用量 献立|材 料 |使用量
米 1印 (g忌)l伺ド 砂澱 粉絡 日 (g)
紛S砂E 粉紛乳
50 (g) 
煮f 人小凍む 米盗豆 豆虜参sぎz 
1∞ (g) 
市凍み，'1豆 3瓜軍そ鹿事
30 ト 50 33 
み
EQ 4Z i I ~ 20 1.5 
ω10 餅 "・ ~ 18 ス バター 30 
そ ト 自白 1 
40 
窃j 50 玉 葱. 30 5 
汁 L、 筆、 30 10 
Tこ パク ー 2 
物 1 砂1し;~ょ鈴うゆ槌 30 
家めt liA 0.5 
20 
リンゴ 50 17 
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基 植物性向蛍 臼食
献立|材 料|使用量献立|材 料|使用量 |献立|材 料|使用盛 献立|材 料 |使用量
1印 匂) a砂E 粉絡 68 (g) 米 150 (g 米 1∞匂)
ト 70 物設 白しょう菜ゆ
40 豆 33 バター 40 3 塩 1.5 ラード 3 盗 1.5 
砂1*豆寝絡 20 ・ごτ しょ題うゆ 10 .5 南玉ラ ー 葱瓜ド
3 南馬鈴薯瓜
日 空ま 2 
ス 20 煮 55 
しょ邸うゆ
1 
ボ 胡 淑少々 20 葱、 20 物 15 
イポ ト ナッツ Y，ih2b吋 人玉砂 葱参積 10 
JレテJ 尽鈴極 喜f. 田 メツク. 60 30 1 
理I街鈴E瓜
10 か 20 ドト
50 物 ょ密う 1 5 ら
錫庖ti 南 瓜
50 揚 40 しゅ 15 日
ラ 1ー3量 ド 2 ラード
131 天I 卵馬雨 鈴 薯瓜白 10 し 査長
10 
0.5 玉葱 20 あ ラード
2 
撃E事
10 
娃 人参 15 物
h包. 20 え 1 m: しょ主主うゆ 日 トマト 30 I ~玉誉:
30 3 
5 人王宮:参 20 少々5 
盗丹下
1 ら極 1 30 
l物 塁砂手
5 ラード 5 自 20 
緒子 2 少々 20 10 
業 20 
5 
ラード 1 
巻 しょ単語うゆ
1 
3 
浸物 自しょう禁ゆ
30 
5 
i--~~~(g~----i---~~--一・・・・・・-~~----i---:~----
米 150 米 100 米 (g)1 I >J.L I 11V¥ (g) 150 米 00
羽人王い白lん3語げ菜ん樹参議
10 ラード 12 全
9主瓜H 40 
ムl 34 
L、 10 妙 しょうゆ 15 附 L、 5 h白 2 
玉陶人 議草瓜書、
30 50 40 人 3 L、 b人↓1:豆参倒 20 Tこ 5 10 5 どりっ
15 
20 
砂しょ喜怒う結ゆ
4 事怠 20 
め ラード 2 足量 1 5 
尚砂しょう瓜利ゆi 
20 砂税i 3 
砂しょ邸う組ゆi 
3 飯 トマト 20 il 5 ふ 6 ;t 15 胡 娘 少々 ラ ード 5 4 1 
3依 50 臼 3定 20 室主
議豆質必着E
20 
I交
金Z人 皇卵参
1∞ 錦 葱 3 20 5 60 
人しょう参ゆ
2 玉尽鈴 10 
50 ロ 10 2 5 オ 巻10 
)1〆 50 Ii 0.5 平 ラード 1 ラ ード 5 15 砂しょう結ゆ 6 ム 題 2.5 7 馬鈴喜善 却 4 
初淑 少50々
自 少々 玉 葱 10 lノ 室長 あ 南人 参瓜 25 棒 砂 旦~I 10 トマト ぶどう 70 14 30 
‘7 ん 葱 3 館 当証 1 
ラード 5 玉F馬~J 鈴瓜3葱5 30 か 砂しょ趨う絡ゆ 5 庖 10 5 錫 25 l;t 1.5 
げ ラード 1 恕 10 
(註) 1) (1)表は、1953年 I及びNIC.用いた混合基滋食について、その使用食品と実測蛋白盆を示す。
2) (J)表は、1952年I及びNIC.用いた食餌の主1!!蛋白源について示す。
3) (1)表は(()表tζ基いた食品による具体的献立例でゐる。
次に測定方法について述べる。尿は毎朝8時を界として 1日全尿を採集し、 トルオール添加の上
冷暗貯臓し、そのサンプルについて諸相測定を行った。I![JちN量は半微量 Kjeldahl氏法により、
尿素及びアンモニアは Folin法、尿酸は Folin直接法、叉ク レアテニンは弁J:・小石法的によっ
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糞便N量決定は慎重1乙行った。まず使採取期聞が問題で、 それが短いと正確1.[.値をf専務いので
η、少くも10円以上、時として1ヶ月連続採取してその会最から 1日平均宝来孟を求めた。採集使
は全量乾燥砕粉してその一部について窒素含有量を決定し、之を粉末総量!と釆ーじて総N盆を求め
た。 ζの様な長期探耳元により、糞便区分の不正確さによる誤差を少なくする芯が出来たが、他方同
一食期間中での消化吸収率変動が無視される欠点を残した事を認めねばならない。一方食品につい
ても各食期t援に献立通りの実物見本を 1日分割製して、糞即時制緩、その笠紫合有量を実測決定し
Tこ。従って蜜紫出納の検討は何れも実測値ーによって(尿笠京俳池量)と(食餌室恭量一葉使窒素量)
との差~J十算して決定しTこ。尚お以下の記述lζ於いては便宜的に前者を〔排地窒素量〕、f象者を〔吸
収室紫量〕と呼ぶ事とする。
基礎代謝主1:のijl定は次の採に行った。即ち被牧者を研究室内詰lIi%室lζ宿泊させ、翌朝党斑時、午
前7-8時の間{乙仰臥絶対安治の条件で笑飽し、呼気採取は Douglas-bag法、ガス分析は労研式分
析器を使mした。
( I ) 実験成績
(A) 低蛋白摂取による窒素出納の 第 1図 基i:¥!l食拙ζ低蛋白食による強紫出納の変動
変動。
(第1図)は面白量80gの基準食から
低蛋白食I乙移した場合の成訂(を図示し
たものである。 叩ち第1段に 20gの
厳しい低蛋白{乙移し、引続いて第2段
lζ40gに刻加して長く観察した。その
出納成績を1，1一条件で行った他の l例
と共i乙(第3衣)にまとめた。
乙の密でまず気付く事は、自由食か
ら基準食lζ移行後、僚か乍ら窒素排t世:
盆は上昇する傾向ICd;るが、3週間を
経過しでも」とだ零平衡には達せず正出
納を維持している点である。自由食時
の摂取室紫量は尿窒実測定値から 10g
内外と推定され、それに対して基準食
は僅か 2g程度の過剰摂取であるに拘
らず、窒紫排池レベルが容易に零平衡
に至らないと云う事は注目してよい事
笑であろう。
沙~I乙低il白食J切に移ると、型の様tζ
?? ? ? ?
?
? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ?
?? ?
??
???
?
??
?
?ー?
、?
『、?
?
??
?
?
? ? ?
??
，?
。?
?? ?
，?、
?
?
? ??
?
??
? ? ??
?
?
?
?
? ???
J島3lt JI 
2射l押-tl日
第3~堅 基準食立立に低蛋白食時の窒素出納
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(1952年) (1日平均、単位g)
? ????，?•• 
?? ?? ?，??
??
??
???
? ? ， ?
? ?
????
?? ? ?
? ?，?
や~I 与ーN 
自 12/VIII-(10日) 4/VIII-(12日)
由 尿 N 8.67 8.29 
25/VIII-(21日) 18/VIII(17日)
1ま 摂取 N 12.25 12.25 
• 
便 N 1.68 1.17 
禅i
吸収 N 10.57 10.78 
食 尿 N 9.28 9.19 
出 納 +1.29/日 (+27.1) +1.69/日 (+28.7)
即 X~ ln/IX~ 仰 88)1附 X-{民 (8日)1 (13日) (8日)1 (8日)
蛋 摂取 N 2.83 2.83 
自 便 N 1.02 1.17 
食 吸収 N 1.81 1.61 
(I) 尿 N 4.33 2.62 
(2ゆg)出 納 -23ml-1M -2.67/.目4)|l-0.96/.目7) (18.8)1 (14.8) (-21.4)1 (ー 7
m~ lm~ 別 X~flX~
1民 (14日)1 (7日) (12日)1 (14日)
蜜 摂取 N 6.11 6.11 
自 使 N 1.32 1.31 
食 吸収 N 4.79 4.80 
(1) 尿 N 4.16 5.26 3.81 5.21 
(40g) 出 納 +0.6+381日.8}l1-0.47/日.3) +0.99/ 臼~)Iー0.41/日(+8.8)1 (-3 (+11.9)1 (-5.7) 
(註) ( )内は出納総和{直を示す。
本 (第1図)に示した例
窒索排t世:量:は階段的に著減し、第8日
自に最低 l.86gIL達し、・その後輪k
上昇して平均 2.62g/自のレベル、即
ち1日平均O.96gの負平衡に達して動
揺の少い経過をたどる。 ζの食期全休
で合計33.6gの休内窒素脱失を認める
が、同時に体重減少を伴い、基礎代謝
減少は未期に著明 (-11，%)であ り、
井上8)が嘗って認めた成績を裏書きし
ている。
ζ 〉てe摂取蛋白量を40gIL増加しで
も、窒素排池:量はすぐには摂取レベル
の増加に応じないで徐 kに上向し、第
14日目やっと零平衡に達する。しかし
それも数日後には速に負出納となり仲
k零出納の線に落着かなし、。-gって井
上8)は標準食から植物性のみの40g低
蛋白食κ移行させた処、略/<10自にし
て零平衡となり、それが長く維持され
る事を報告して居り、 今回の成績と奥
っているが、乙れは明かに摂取量は同
ーでもその食餌前歴の相異及び食質差
によって窒素排池レベルが異なる態度
をとる事に基因するものである。良IJち
乙の場合は著しい休蛋白脱失に続いた
後であったから、僅か40gの肢取量で
一時的にしろ窒素保留が見られたものであろう。
以上の所見は (第3表)に見る通り、2例とも全く同一傾向を示して居り、之から容易に零平衡
をとると思われた基準食に於いて蛋白保管のおこる惑があり、叉零平衡維持が限度と考えられる低
蛋白食に於いても条件によっては窒素保留の認められる事を知った。
そ乙で以下の実験lζ於いて我kは食前歴、食蛋白 レベル或はその食質等の変化がどの様に窒紫排
池レベルに影響を与えるかを順次検討する。
(B) 食蛋自の質変化と窒素出納
乙の目的のため先ず行ったのは日常食程度の摂取蛋白量で、その質が変った場合の窒紫出納変化
の枚討である。(第2図)は実験方法の項で述べた要領により約3ヶ月聞に亘って行った笑験成績で
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ある。 第2図
その結泉は摂取レベルの変動
が少ないにも拘らず窒実排j位量
は食費の変動lζ応じて変化を示
している。即ち窒素排託iti註は大
豆、肉、混食のj駒ζ高く 、卵で
最低である。 そこで窒紫出納を
検討すると(第4表)の通りで、
大豆、r:A)の順で負出納、i昆食で
略 kS存出納、卵て・は逆tと正出納 宝
". 
出
1向
尿
意
N 
が認められる。同じく(第4表)
でζの結果は他の 1例について
も確認されている。即ち、卵m
自のi本内利用度は高〈、大豆蛋
白で不良、卵、肉並!と大豆から
なる混合食で零出納が得られ易
いと云う成績なのであって、一
応常識的な結果を示しているも
のであろう。然し乙の笑験では
畳は一応充分・であり、食質変{包
も似か30gだけに過ぎないので
あって、日常生活でも偏食の強
食質変化による窒素出納の変動
彼検者Y.N.(24才o)
ーすJ!i-~一つ
bO 
ρ、。
??
?
??、 ，?
ι。
22'f 0 nlo 
.¥ん，円
(1 ~ 5 3年3
1NI 1 '/"' If 7/" 3，0， l' 11 拘
い場合では見られる程度のもの
である。然も ζの程度の食質条件の変化によって室紫出納が可成り明瞭lζ影響され得る事を知った
第 4表 食質変化による窒索出納
点tζ乙そ本実験の実際的な意味
f;t質!被矧期
があり、各種食餌笑験時の食品
( 1日平均他、単位g)
. ， ， ， 織成の問題に多くの示唆を与え
1& I綬取N陣 NI吸収NI尿 NI出納-r. -.-1-- r----r'- 1 るものと思われる。
G I J5315ル 附 18曲 1.32I 7必 8.071-0.59
大豆
Y.N.r5320/VI -(15日)18.80 11.39 1 7.41 1 8.58 1-1.17 
G.I. 53 29/VI -(13日) 8.24 1.21 7.03 6.66 +0.37 
全卵
Y.N(532川 ~α 8.31 1.12 I 7.19 6.98 +0.21 
G. 1 .1' 53 ll/IX -(12日) 8.27 1.33 1 6.94 7.04 -0.10 
凶 合 一
Y.N. '53 16/VIII-(29日) 8.27 1.26 7.01 7.12 -0.11 
一E象肉 Y. N .i'53 5/VII -(15日) 7.64 -1.00 
(J1)食餌組成は(第2')長)参照1
向お、本試験には図示の様lζ
尿排itl!窒紫の構成k分について
も測定してその変動を調べた
が、その成主計を数表[とまとめて
他191)と共に(第5表)に示した。
結来については、尿紫変動が総
窒紫・変動と金く平行な事が甚だ
印象的でゐる惑のみに止め、他
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は省略して他日発表の楼にゆずり度い。
第 5 • 窒 素構 成分の変 動
(1日平均単位g)
百下型|金 I N 卵 |植 物性 |混合(1) 植 物性|豚 卵 |混合(1)
総 N 6.553 7.752 8.忽)8 8.582 7.制。 7.∞3 7.114 
尿 索 N 5.214 6.329 6.705 7.119 6.251 5.382 
5.799 
(79.6) (81.6) (82.4) (83.0) (81.8) (76.9) (81.2) 
N アンモとァ N 0.393 0.447 0.453 0.420 0.4∞ 0.618 0.475 ( 6.0) ( 5.8) ( 5.5) ( 4.9) ( 5.2) ( 8.8) ( 6.0) 
クレアチニン N 0.482 0.473 0.457 0.529 0.531 0.503 o.必O( 7.4) ( 6.1) ( 5.6) ( 6.2) ( 7.0) ( 7.2) ( 6.7) 
成
尿 酸 N 0.129 0.157 0.198 0.198 0.133 ( 2.0) ( 2.0) ( 2.3) ( 2.6) ( 1.9) 
分 計
6.218 7.406 8.266 7.380 6.636 
(94.9) (95.5) (96.3) (96.6) (94.8) 
米 決 定 N 0.335 0.346 0.316 0.260 0.367 ( 5.1) ( 4.5) ( 3.7) ( 3.0) ( 5.2) 
(註) ( )内は総Nを1∞とした時のN成分の%をあらわす。
(C) 個体条件の差による窒素出納の変動。
次tζ量、質ともに全く同一食餌をとり乍ら、然も窒素出納t乙明かな差の認められた例について説
明する。 (第3図)は1953年夏及ぴその約半年後の 1954年冬の2回、 同一被検者に同一食餌 (無
肉60gの基準食:第 1表参照)を与えて窒素出納を調べた場合である。 その結果図の様に吸収窒素
量は夏冬殆んど差がないのに対して、排池量は明かにレベル差が認められる J即ち夏は5実験食開始
と共l乙速かに平衡に達して、初めのうち僅か乍ら正出納を示すが、後半と・なって略k零平衡の線に
戻ってく る。処が冬の場合は、実験食で排池レベルは速か{ζ下降するにも拘らず夏に比べて著明に
第3図 周一食餌凝取持の窒素出納の変化 高く、漸次減少の傾向はあるが全期間(3週間)明
被検者 :H.K. (28才.古}
かな負出納(前半 :ー 1.82g/目、後半 :一0.40g/
??
?
?
?
?
，
?
? ? ?
??
?
??
?
? ?
??
??
?
??
?
??
?
?
?
??
??
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?????
??
?ー、
?
? ?
??
?
?
?
?
?
日)が続き、実験の終りでやっと零平衡に近づい
ている。
全然同一食餌条件で、然も 3週間もの長期間比
較しでも 乙の様な差の現われるのは一休何の理由
による ものであろうか。 まず最も考え易いのは、
図から判るよ うに、自由食時の排池レベルの差の
影響と云う事であろう。 もっと もζの場合、自由
食時の排託l!レベルの差が一時的或は偶発的な蛋白
摂取量の差tとよる ものと考えないで、その時の生
休条件に応じた蛋白代謝水準の差がそのま』排地
量一HIJち代謝量の差として表われているものと、
ぷ』一一-~ーすーす -la~IHtわ
やふ f，h-W 円 幻始t htl『山
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考えるのである。笑際乙の両実験は夏冬季節差の著明な時期を選んで行われたのであるから、生理
機能差のある事は当然と考えられ、特lと乙れを裏書きするものとして図にみる様に基礎代謝量、休
霊の何れも冬高夏低を示すと云う事実もあり、少くとも乙の実験tζ関する限り冬に生理機能1c進の
存する事が理解される。そうすれば乙の様な生理機能、特tζ蛋白代謝!と関係する諸機能の充湛程度
に応じて、一定食餌と云う外的条件の規定rc適応する生休の態度に差の起る事は当然あり仰べ主事
であり、我kはこの想自により本実験の明かな出納差は説明し得るものと考える。
高蛋白食餌と窒素出納。(D) 
今迄我kは食質並1ζ個体条件による影怒を低蛋白或iま普通食簡のレベルで検討して来たが、次1ζ
その知見は一騎明かとなる。摂取蛋白レベルを更に高めて笑験を進めると、
先ず予め個休の条件が著しく奥なる様にしておいた後、同低蛋白食より高蛋白食移行時の
鐙紫出納
被後者 :Y.N. (23才.o)
第4図
(第4図)は
極めて長期の低蛋白食〈約2ヶ月〉を続けた後、依復食として
150g植物性向蛋白食(小豆が主)を与えた場冶であり、
(第5図)は60g基準食(植物性)
負荷した場合である。即ち負荷蛋白は何れも植物性で、それ
叉
レベルに60g大豆蛋白を
一食質向蛋白食を与えた場合について述:ベる。
基準食時蛋自負荷 (ωg)によ
る窒素出納
被験者:G.I. (36才.o)
第5図をーは休蛋白消耗の357(~品取Nt>
/一.・ー・
割叩1'"い企
I ~O 
2210 
差三:.'l 
'0 
HIO 
しい条件で、他は一応
その結
たが、他方(第5図)
では排前
3週間後漸く飽和
限界に近づいて居り、
標準状態に規正した条
来(第4図)
量が階段的t乙遂次上昇
乙の問lζ著しい窒素保
留(60.3g)が認められ
件で投与した。
し、
i守a/s
15 
11 
q 
??
?
:t 
i内
の場合は負荷蛋白量iζ
5 
応じて速かIζ新たな平
1-3 
。f
，19.奴N寺，
衡レベルを作り、乙の
時負出納を示すと云う矛盾ーを示し乍ら 3週間に至って始めて
零平衡の綜Iζ落着・く傾向が見られた。乙の成績は明かに向蛋
白負荷前の食餌蛋白量tζ応じた生体条件の相違により、過熱l
協14.8'5"'， 15 _ 15 . -・(4~ H4> 1J.1x 
a 
1tPJ 
A 
71 1 仁三戸旬、
負荷蛋白の利用度が、たとえ同一会質負荷でゐつでも異なっている事を示すものである。
次に投与前の個休条件が田ak同一で、そ乙へ食質の異ったi昌秀1蛋白を負荷した場合である。それ
は (第6表)に示す様tζ同一被検者で何れも同一60g基準食にーはミルク及びカゼイン蛋白約 70g
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他は大豆蛋白約40gを負荷した。前者は図示しなかったが、乙れも(第5図)同様速かに新Tこな平
衡をつくる。但し出納面では両者は全く逆の関係を示し、大豆蛋自の場合は前述の緩11:1日平均一
O.65gの負出納を、逆?とミルク蛋自の場合は 1日平均 +2.58gの正出納となる。大豆蛋自の場合
一時的にしろ蛋自の過剰投与で負出納を示す理由については不明であるが、何れにしろζの結果
は、或る程度の量の過剰蛋白が負荷される場合、その休内保留蜜紫量は食質によって著しく影響を
蒙るものである事を示すものであろう。
以上本項の5実験を通じて、過剰蛋白投与によ 第6表 食質を異にする蛋自負荷の影響
る蛋自主5積の量は、投与時の生体条件並lζ食到
に多分に依存して変動し得るものである事が認
められ、叉時として一時負平衡を示す事さえあ
ったと云う事は注意すべき点でゐろう。
(!Y) 考 察
要するに以上の実験成績から、我 kは、たと
え蛋白摂取量ーが日常の食習慣範囲であっても、
一定の制限実験食餌を強制した場合の窒素出納
は可成りの期間正叉は負のレベルに止まって容
易に零平衡に逮しない場合がある事を知った。
そしてその原因として、食ilJl構成蛋自の質-RjJ
ち負荷蛋自の生物価ーと云う事と、それを利用
する生休の生理的条件の如何と云う事が考えら
れると云う事を明かにした。
元来、たとえ負荷蛋自の置が等しくても、そ
(被検者 :G.1. 36秘 o) (1日平均 :単位g)
|食期|区分
積物性基準食 植物性高蛋白食
第ブ一L 
摂取 N 15/¥'! (28日} 12/¥'1 (23日)8.80 15.11 
五 使 N 1.32 2.33 
年 吸収 N 7.48 12.78 
七
回月 尿 N 8.07 13.43 
出 納 -0.59(ー 16.5) -0.65(ー 15.0)
粉乳・全卵基司直食 高紛乳蛋・カゼイン臼食
( 
摂取 N 311 (27日} 2/1 (20日)第一 8.44 19.49 
九
五 使 N 1.48 2.05 
二年四
吸収 N 6.96 17.44 
閏月 尿 N 7.79 14.86 
出 納 -0.83( -22.3) +2.58( +51.56) 
(註) ( )内は出納総計を示す。
の蛋白の生物価即ちアミノ酸組成の如伺κ応じて、それの休内利用には程度の差を生じ、従って窒
素平衡に変動の認められる事は殊更ζ '>I乙論ずる迄もない自明の事柄であるが、然し我k の笑験で
示した例では次の点に~1J;jえがある。目11 ち前述の様tlζ食僻条件は日 #ri;;食と大差のない量で、 そのうち
偽カ)30g 相当量の蛋白質を全卵、 Ii~.肉、 大豆及びそれ等の混合食と夫k置きかえたに過ぎないの
であって、そのうち負出納を示した織物性食の場合に於いても、その蛋白源には良質な米・大S1.が
使用されていた。 ζの程度の実験条件の変化に於いてすら、flかに窒素キIJ用の差が認められたと云
う事は、蛋白給源の質的差異が如何に鋭敏に休内蛋白代謝活動lζ反映するかを示すものとして、甚
だ興味ある問題を含んでいると思われるのである。
次lζ窒素の排池レベルを規定する他の因子として休内蛋白代謝活・動のレベル自体が問題となる。
例えば (第3図)に示した自由食時の排百fr量の夏冬差は、下垂体ー甲状腺、或は下垂体一副腎皮質
系の機能程度に応じて休内蛋白代謝量が規定され、その影響によって招来されたものであると考え
るならば、乙の場合余り厳しくない条件の制限食餌を与えても、生休は直ちにそれに影響されない
で暫くは独自の代謝レベルを維持しようと努める事となり、そうした結果が蛋白代謝の季節差とし
-22ー
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て現われる結果となるであろう。処が他方、制限食餌の制限が厳しく、極度?と制限叉は負荷された
場合は、それが一般的立味での stressorとして厳しく働き、その結県生休はその代謝速皮を変化
して新たな事態に適応する事となるであろう。f!1lちとの様な場合は尿排if!!レベルは急激な変化を以
て新たなレベルtζ移行する事となるであろう。手~kの笑験で自由食から基準食へ、 líXは (20g) ;から
(40g)へと移行した場合Iζ見られた極めて緩慢は排池量の変化は前者の場合に相当し、基準食から
(20g)、或は (40g)から (150g)へと落差の著しい場合は、 階段的{乙規則立った新レベルへの移
行が見られるが、之は{象者の場合l乙相当する。既に平出9)は鯨肉蛋白を過剰投与して、その休内保
有記:1ζ差の生ずる場合のある事を指摘し、それが生体の蛋白欠乏程度に帰国すると説明したが、我
k は以.1-:の笑験成績から、一応乙の蛋白欠之伎の問題をも含めて蛋白代謝に関係する生J1J!被告Eのレ
ベルを想定し、それに基いて考察を試みたのである。
以上要するに、一定食餌に制限された場合の生休の適応のあり方は、その制限蛋自の質並I乙量の
程度iζ応じて甚だ複維微妙であり、ζの点今後とも更に多数の資料を1!1て慎重な検討を続け、本論
文の欠点を補う機会のある事を期する次第である。
(V)要約
健康成年男子3名について長期蛋白食負符試験を行い、主Iと窒素出納の変化を検討して次の結果
を得?こ。
1) 基・準食(蛋白最 80g乃至 60g) を摂取しでも窒素出納は必ずしも直ち!と零出納に達しない
で、可成りの期間正又は負の状態を続ける場合がある。
2) 蛋白量の極度の制限又は負荷では、蜜紫排他量は階段的Ir.下降又は上昇し、一定時日後新fこ
な平衡に達する。但し、 60g基準食Iζ約等量:負荷の程度では速かに一応の平衡レベルIr.達した場合
もある。
3) 基準食蛋白 60g のうち約半量だけの食費変化で窒紫出納は影響され、全卵で正、混合食で
略 k等、大豆蛋白で負出納を示した。
4) 以上の成績から、実験食餌投与時の窒~代謝レベルは正常食餌量範閣で、 その食費変化或は
生体の生理機能の程度l乙応じて容易に変動し1!1.るものであろうと考えた。
最後に本実験に使用した食品材料入手の他騒々御援助を頂いた茶珍教疫を鈴め、制将1襲能検査を伏獄頂いた児
m心型学教室、中西教綬占立に丹下、長尾両氏t己表心より謝怠を表します。
Summary 
The influence of the dietary protein level and its quality on the protein metabolism 
was observed by estimating the level of the nitrogen balance in several human male 
adults. 
Even if the dietary protein was supplied in the same level (60 or 80 gm/day)，・the
level of the nitrogen balance was variable readily with the changes of the dietary 
protein materials (f. i. egg， meat or soy-bean etc.) and of the physiological conditions 
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of the body， so that in many伺 sesof our experiments the zero-balance could not be 
attained. 
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